
別表１ 

新型コロナウイルス感染症による学校給食提供の可否について 

 

   調理場内で調理員等に新型コロナウイルスの濃厚接触者または体調不良者が存在し、

PCR検査を受検、結果が判明した際の学校給食提供の可否 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※実際に PCR検査を受検し、陽性判定が出なかったとしても、何らかの症状がある場合に

は医療機関、保健所の指導により出勤停止となる場合がある。そのため、調理員に陽性者

が発生していない、陰性と判定された場合においても、出勤停止となる調理員が多い場合

には、給食の調理停止が想定される。 

調理場職員に「濃厚接触者」 

PCR検査結果 

陽性判定 陰性判定 

何らかの症状がある場合、医療機関・保

健所の指導に従い出勤困難休暇付与。濃

厚接触者で症状が無い場合、１４日間の

在宅勤務。 

入退院、出勤可能時期については医療

機関・保健所の指示に従う(入院等に

よる就業制限は職専免扱い)。退院が

決まったら職場に報告 

結果が出るまで在宅勤務。症状がある

場合は出勤困難休暇 

患者(確定例)との接触により「濃厚接

触者」とされ PCR 検査を受検する場

合（管理者（所長、校長）に連絡）(PCR

検査日は出勤困難休暇) 

調理員等が「体調不良等」で PCR検査を

受検する場合（管理者（所長、校長）に連

絡）(PCR検査日は出勤困難休暇) 

結果がでるまで出勤困難休暇。結果が出

るまでに体調回復した場合は在宅勤務。 

保健所の指導のもと調理場に出勤できる人数を確認 

調理場運営に十分な人数を満たす 調理場運営が行えない人数 

給食の調理・提供不可 給食の調理・提供実施 

調理場職員に「体調不良者」 


